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僕
は
、
広
島
県
廿
日
市
市
大
野

と
い
う
と
こ
ろ
の
山
奥
に
暮
ら

し
て
い
る
。
小
学
校
は
10
年
前
に

廃
校
、
信
号
機
は
な
く
、
携
帯

電
話
も
３
年
前
ま
で
は
圏
外
で
、

タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
な

ど
も
普
通
に
生
息
し
て
い
る
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
い
っ
た

商
業
施
設
は
な
い
。
映
画
館
や

カ
ラ
オ
ケ
の
よ
う
な
娯
楽
施
設

も
、
も
ち
ろ
ん
な
い
。
大
自
然

に
囲
ま
れ
、
夏
は
涼
し
く
、
冬

は
寒
い
こ
の
地
の
こ
と
を
あ
る

人
は
「
広
島
の
軽
井
沢
」
と
評
し
、

あ
る
人
は
「
広
島
の
チ
ベ
ッ
ト
」

と
呼
ぶ
。

先
日
も
、
出
先
に
い
る
僕
の
カ

ミ
さ
ん
（
伴
侶
の
こ
と
）
か
ら
、

「
ウ
チ
の
近
所
に
ク
マ
が
出
没
！

帰
り
道
に
気
を
つ
け
て
！
」
と

い
う
メ
ー
ル
が
入
っ
た
。「
情
報

の
入
手
先
は
？
」
と
折
り
返
す

と
、「
防
災
無
線
に
よ
る
周
知
」

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

防
災
無
線
と
は
、［
官
公
庁
で

使
用
さ
れ
る
、
人
命
に
か
か
わ
る

通
信
を
確
保
す
る
た
め
に
整
備

さ
れ
た
専
用
の
無
線
通
信
シ
ス

テ
ム
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
）］

の
こ
と
で
、
僕
の
地
域
に
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
即
効
性
の
高
い

優
れ
た
情
報
媒
体
で
あ
る
。「
人

命
に
か
か
わ
る
通
信
」
と
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
に
は
記
し
て
あ
る

が
、
僕
の
地
域
の
防
災
無
線
は
、

そ
れ
に
限
ら
ず
「
ど
こ
の
誰
が

い
つ
逝
去
し
、
通
夜
と
葬
儀
は

ど
こ
で
、
喪
主
は
…
…
」
と
い

う
訃
報
や
、「
戸
締
り
用
心
、
火

の
用
心
」「
今
日
は
暑
い
一
日
に

な
り
そ
う
で
す
。
し
っ
か
り
水

分
を
摂
っ
て
熱
中
症
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
！
」
と
い
う
よ
う

な
注
意
喚
起
を
も
担
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
自
然
の
な
か
で
暮
ら
し

て
い
る
僕
は
、
同
じ
よ
う
に
自
然

の
な
か
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た

ち
の
営
み
に
強
い
関
心
を
持
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
僕
の
地
域

と
同
じ
よ
う
な
地
域
を
比
較
し

て
わ
が
地
域
の
良
さ
を
確
認
し

た
い
と
い
う
欲
求
か
ら
く
る
感

情
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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福
島
県
昭
和
村
で
、
地
域
活
性

に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
苧ち

ょ
ま麻
倶
楽
部
」
チ
ー
フ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
和い

ず
み泉
朋と
も
こ子
さ
ん
と
は
、

昨
年
９
月
に
同
村
で
開
催
さ
れ
た

「“
昭
和
”
の
時
代
が
や
っ
て
来

た
！
奥
会
津
・
昭
和
村
に
学
ぶ
」

と
題
し
た
研
修
に
、
講
師
の
ひ
と

り
と
し
て
参
加
し
た
と
き
以
来
、

親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
僕
は
、
僕
が
暮
ら
し
て
い
る

地
域
と
景
観
が
よ
く
似
て
い
る
こ

の
村
に
一
目
惚
れ
し
、
そ
の
気
持

ち
が
通
じ
た
の
か
「
昭
和
村
介
護

予
防
手
帳
」
の
作
成
に
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
村
を
訪
問

す
る
機
会
も
増
え
、
和
泉
さ
ん
と

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も

増
え
て
い
っ
た
。
先
般
、
そ
の
和

泉
さ
ん
か
ら
次
の
よ
う
な
お
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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都
会
か
ら
昭
和
村
に
移
住
し
て

き
た
ば
か
り
の
頃
の
和
泉
さ
ん

は
、
都
会
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ

な
い
村
の
日
常
に
驚
か
さ
れ
る
こ

と
ば
か
り
だ
っ
た
と
い
う
。

「
ど
こ
の
家
も
玄
関
に
鍵
を
か

け
な
い
っ
て
い
う
の
は
、
田
舎
に

は
あ
り
が
ち
な
話
だ
よ
ね
。
で
も

ね
、
こ
の
村
は
違
う
の
。
夏
場
に

な
る
と
ね
、
ど
の
家
の
玄
関
も
30

セ
ン
チ
く
ら
い
開
い
て
る
の
よ
。

最
初
の
頃
は
、
涼
し
い
風
を
家
の

な
か
に
取
り
込
ん
で
い
る
ん
だ
と

思
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
ね
。
違
っ

た
の
よ
、
30
セ
ン
チ
開
け
て
い
る

の
は
ね
。
こ
の
村
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
だ
っ
た
の
よ
」

こ
れ
を
聞
い
て
、
す
ぐ
に
合
点

が
い
く
人
は
な
か
な
か
い
な
い
と

思
う
。
さ
っ
ぱ
り
意
味
が
飲
み
込

め
ず
、「
え
っ
！
ど
う
い
う
こ
と

で
す
か
？
」
と
尋
ね
た
僕
に
、
和

泉
さ
ん
は
こ
う
教
え
て
く
れ
た
。

「
玄
関
を
30
セ
ン
チ
も
開
け
て

い
れ
ば
外
が
見
え
る
で
し
ょ
。
誰

が
家
の
前
を
通
っ
て
行
っ
た
か
が

す
ぐ
わ
か
る
。
見
慣
れ
な
い
人

が
通
る
と
“
あ
れ
は
誰
？
不
審
者

か
？
”
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
田

舎
の
こ
と
だ
か
ら
瞬
く
間
に
隣
近

所
に
話
が
広
が
っ
て
い
く
と
い
う

わ
け
。
注
意
喚
起
、
言
わ
ば
こ
の

村
の
防
犯
シ
ス
テ
ム
っ
て
い
う
こ

と
か
し
ら
。
で
も
、
さ
す
が
に
冬

場
に
は
機
能
し
な
い
シ
ス
テ
ム
だ

け
ど
ね
」

30
セ
ン
チ
の
防
犯
シ
ス
テ
ム

…
…
そ
れ
は
、
住
民
相
互
の
つ
な

が
り
に
よ
っ
て
機
能
す
る
「
シ
ス

テ
ム
と
は
言
わ
な
い
シ
ス
テ
ム
」

だ
っ
た
。
こ
れ
に
、
僕
の
地
域
の

防
災
無
線
を
照
ら
し
て
み
た
。

「
負
け
た
な
」
と
思
っ
た
。
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昭和村大芦集落
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宮城県サポートセンター支援事務所 
  　　　　アドバイザー　浜上 章

『ちょっとだけ…』から
地域活動のたいせつな担い手に～

ひとりごと

宮城県サポートセンター支援事務所
〒 980-0014 宮城県仙台市青葉区本町 3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階 　TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

サ ポ ー タ ー の あ な た へ

宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

 サポートセンター行脚

社会的包摂とは？

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

  

応用研修２
地域福祉コーディネート中堅研修

【仙台会場】9 月 5 日（月）～ 6 日（火）　戦災復興記念館
講師：藤井　博志　（神戸学院大学 総合リハビリテーション学部 教授）/ 浜上　章（宮城県サポートセンター
支援事務所 アドバイザー） / 浅野　恵美（美里町社会福祉協議会 地域福祉課長） / 眞籠　孝史（東松島市社
会福祉協議会 コミュニティソーシャルワーカー）

平成28年度 宮城県地域福祉コーディネート研修事業

  

初級研修
【大崎会場】9月15日（木）　大崎建設産業会館
【仙台会場】9月20日（火）　宮城県自治会館
講師：志水　田鶴子（仙台白百合女子大学 人間学部 准教授） / 池田　昌弘（全国コミュニティライフサポートセンター 理事長）

平成28年度 宮城県生活支援コーディネーター養成研修

今、気になっている言葉に「社会的包摂」があります。
社会的排除とは対極の言葉です。地域社会で支え合うこと
で、一人ひとりの存在をたいせつにしていくことを意味しま
す。今はやりの「地域包括ケア」も、この社会的包摂を
意識した取り組みでないと、「絵に描いた餅」になる可能性
が高いといえます。そのため、介護保険改正での新しい総
合事業では、この視点を地域福祉の創生に向けた「呼び
水」にしたいと思うのです。勝手な思いと言われようが、サ
ポートセンターで働く支援者の互助の姿勢は、まさしく支え合
いの象徴です。この人財を活かしたい。

災害公営住宅への転居が被災地で進みつつありますが、
転居がゴールではないことは皆さんと共有するところです。
不安を抱えながらの新しい土地での暮らしを、仮設住宅など
で支え合い活動を実践していた人たちや地域の住民の皆さ
んに支えていただき、ともに活躍していただきたい。地域福
祉の活性化を仕掛けるには欠かせぬ存在であるサポートセン
ターの支援員たちの力が、地域の福祉力向上に必要だと思
います。宮城県生活支援コーディネーター養成研修は、地
域包括支援センターの社会福祉士が多く受講しています。
地域包括支援センターが、期待される役割に応えてくれるよ
う変貌してほしい。この研修をとおし、介護保険の枠を超え
て、地域福祉コーデイネートの趣が強い役割に気づいていた
だきたいと考えています。

地域での「居場所づくり」がワンステップ、次のステップ
は住民の見守り体制をつくること、最後は生活支援の活動
です。各ステップとも互助の機能でつくるとともに、地域で
孤立する人を生まないことが求められます。生きがいや暮ら
しの楽しみ、豊かさを創生していくことが、社会的包摂に向
けた取り組みともいえます。

よって、専門職の皆さん、皆さんの個別支援・地域支援は、
互助の担い手、住民を活かす役割づくりにあります。制度
や自分の所属する組織に囚われずに、住民との協働を楽し
みなさい！

「役員をしてくれる人がいない」「活動の担い手がいない」
というのが、被災地も含め全国的な地域活動の現状だといえ
ます。私の住んでいる小学校区は、以前は24あった自治会
が現在は14自治会に減少しています。「役員や活動の担い
手がいない」というのが、共通した背景としてあります。
私の所属する地区福祉委員会は、福祉委員が 48 人。若

い世代の参加は少なく、60 歳代後半から70 歳代の高齢者
が中心の組織です。活動人材の確保は、地域組織の存廃
を左右する重要な課題です。手をこまねいていては、人材は
生まれません。意識的に発掘、育成していく必要があります。
また、若い世代にこだわっても今は難しいです。可能性のあ
るのは、高齢者です。高齢者でもなじんで、声かけし、ちょっ
としたお手伝いをお願いしていくと、協力してくださる方はいます。
当福祉委員会の例で、ある委員会主催行事への参加をきっ

かけに声かけをして、「ふれあい喫茶」のお手伝いを依頼。
そこから福祉委員に、理事に、そして今年から副委員長になっ
て活躍されている団塊世代のひとり暮らし男性がいます。また、
「カフェの立上げ」の際に検討委員会のメンバーに加わって
いただいたことから、今では福祉委員に、そして「カフェ」
事業の主要な担い手になっている70 歳代の女性がいます。
出会いや普段の会話のなかから、あるいは行事に参加され

た人のなかからお手伝いいただけそうな人に「ちょっとだけ○
○のお手伝いをしていただけませんか？」「月に１回、午前中
の１時間だけでもいいので…」とか、カフェのテーブルに「コー
ヒー出しなど、お手伝いいただける方を募集中。スタッフにお
声かけください」と、呼びかけ札を置いておくとか、いろいろ
な機会に意図的に人材発掘の声かけをしていくことがたいせ
つです。
活動に参加された人にとっては、社会参加、生きがい、認
知症予防にもつながる効果があります。『ちょっとだけ…』の
お手伝いを呼びかけることが、活動の担い手確保に、そして
その方の生きがいや地域とのつながりづくりに役立ちます。諦
めないでやってみましょう。
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月刊東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする　　　地域支え合い情報 48号
バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

編 集 後 記
移動販売の取材の際に、地域の皆さんが「なじみの移動販売店の思い出話」で盛り上がって
いる場面を何度か目にしました。世代を超えて共通の話題になることができるのも、地域に
愛され生活に寄り添う地元の移動販売車ならでは。これもまた移動販売から生まれたつなが
りのひとつであるように感じました。（吉成）

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc- japan.com

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）から
震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAXまたはメールにて編集
部までお聞かせください。

読 者 の 声

45号のロコモ体操の記事を読んで、なかなか体を動かす機会がないので
近所のお友だちを誘っておしゃべりしながら一緒にやってみようかナァ
～と思いました。これからも、自分でも真似できそうなこと、参考にさせ
てくださいネ！（仙台市泉区M・Sさん）

☆次号予告 特集「自主防災」お知らせ

平成28 年度 岩手県高齢者等サポート拠点職員等研修事業

【釜石会場】8月29日（月） 釜石市合同庁舎
【盛岡会場】９月１６日（金） 岩手県産業会館
講師：永坂　美晴（明石市望海在宅介護支援センター センター長）

平成28年度 宮城県被災者支援従事者研修事業

＜災害公営住宅への転居期研修Ⅰ 仮設住宅編＞

＜ステップアップ研修＞

＜仮設住宅等からの移行期における対応 災害公営住宅編＞

【気仙沼会場】9月26日（月） 気仙沼保健福祉事務所
【石巻会場】　9月27日（火） 石巻市河北総合センター（ビッグバン）
講師：永坂　美晴（明石市望海在宅介護支援センター センター長）

【陸前高田会場】9月28日（水） 陸前高田市コミュニティホール
講師：広田　純一（岩手大学 農学部 教授）
　　　難波  和幸（宮城県東松島市 移転対策部 生活再建支援課 班長）
　　　増川  雅史（新潟県小千谷市 地域振興課 地域振興係 係長）

場
の
力

集
い
か
ら
生
ま
れ
る
活
力

宮
城
県
石
巻
市
◎
川
の
上
百
俵
館
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約
４
０
０
世
帯
が
暮
ら
し
て
い
る

石
巻
市
川か
わ

の
上か
み

地
区
。
こ
こ
は
沿
岸

部
で
被
災
し
た
人
た
ち
の
防
災
集
団

移
転
先
で
あ
る
「
河
北
団
地
」
の
造

成
地
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
新
旧
住

民
が
交
流
で
き
る
よ
う
に
、
定
期
的

に
集
う
こ
と
の
で
き
る
場
を
つ
く
ろ

う
と
、農
協
の
空
き
倉
庫
を
改
築
し
、

２
０
１
５
年
４
月
、
カ
フ
ェ
併
設
型

の
図
書
館
「
川
の
上
百
俵
館
」
を
開

設
し
た
。

地
域
住
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

「
石
巻
・
川
の
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
運
営
し
、
地
域
の
主
婦
な
ど
が
ス

タ
ッ
フ
を
務
め
て
い
る
。
集
団
移
転

地
用
に
、
住
民
が
田
ん
ぼ
を
市
に
売

却
し
て
得
た
お
金
な
ど
が
、
運
営
資

金
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

開
設
ま
で
に
、
何
回
も
住
民
同
士

で
話
し
合
い
、「
ひ
と
づ
く
り
」
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
根
幹
と
し
、
地
域

で
の
「
教
育
」「
暮
ら
し
方
」「
居
場

所
」
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
拠
点
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
い
て
い
て
、
毎

月
延
べ
４
０
０
～
５
０
０
人
ほ
ど
が
足

を
運
ぶ
。
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
づ

く
り
、中
・
高
校
生
向
け
の
学
習
塾
、

健
康
体
操
講
座
、
野
菜
の
直
売
、
ビ
ー

ル
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
め
る
音
楽
会
な

ど
、
老
若
男
女
、す
べ
て
の
住
民
に
向

け
た
催
し
を
設
け
て
い
る
。

運
営
委
員
長
の
三
浦
秀
之
さ
ん
は

「
新
旧
住
民
が
信
頼
・
依
存
し
合
え

る
関
係
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と

語
る
。
住
民
全
体
の
住
み
や
す
さ
を

考
え
、
長
期
的
に
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
取
り
組
み
は
、
新
た

に
集
団
移
転
し
て
く
る
住
民
を
迎
え

入
れ
て
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
磨
き
が

か
か
る
だ
ろ
う
。

戊
辰
戦
争
後
、
多
く
の
人
が

飢
え
に
苦
し
ん
で
い
た
長
岡
藩

（
現
在
の
新
潟
県
長
岡
市
）。

百
俵
の
義
援
米
を
も
ら
う

と
、
空
腹
を
満
た
す
た
め
で
は

な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

あ
と
押
し
す
る
た
め
、
学
び
舎

づ
く
り
の
投
資
に
活
用
し
た
そ

う
だ
。

そ
ん
な
地
域
づ
く
り
と
の
共

通
点
か
ら
、「
百
俵
館
」
と
名

づ
け
ら
れ
た
集
い
場
が
、
遠
く

離
れ
た
、
現
代
の
石
巻
市
に
つ

く
ら
れ
て
い
た
。

地域になじむ伝統的な外観で住民を気持ちよく迎え入れる

運営委員長の三浦秀之さん

のびのびと体操ができる広い館内

清


